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し，real-time PCR 法を用いて，抗癌剤接触後の PI３KCA，AKT，PTEN発現量の比較検討を行った。また，遺伝子発







以上から，PTENは，抗腫瘍効果を認めた PTX＋cMab 群のみ増加率が高く，PTXへの cMab 併用による，抗腫瘍
効果の増強作用には，PTEN発現量の増加が強く関与しており，抗腫瘍効果増強メカニズムのひとつである可能性が
示唆された。
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